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■令和６年度決算を認定
■決算審査特別委員会で延べ２３人が質疑
■一般質問に２０人が登壇

令和７年9月定例会

令和7年
2025202511.1

　10月4日、佐野市総合防災訓練がイオンモール佐野新都市
北側駐車場で9年ぶりに行われました。
　道路啓開や倒壊建物からの救出・救助のほか、ドローンによる
物資輸送、一斉放水など多くの実践的な訓練が実施されました。
この防災訓練を通して、多くの市民の方の防災意識の向上が図ら
れました。



９月定例会では、令和6年度一般会計決算、特別会計決算及
び企業会計決算の認定についての各議案が提出されました。
議会では、議員全員で構成する決算審査特別委員会を設置
し、９月２２日、２４日、２５日、２６日、２９日の５日間にわ
たり審査を行いました。
特別委員会では、一般会計決算に１６名、特別会計決算及び
企業会計決算に７名の委員が質疑を行い、市に対する決算審
査要望書を取りまとめ、全７件の決算議案を認定しました。（議
決結果は３ページをご覧ください。）

（注）各会計ごとに1万円未満を端数処理しているため、歳入歳出差引残額、小計及び合計欄については実際の数値と異なることがあります。

●一般会計及び特別会計 （１万円未満四捨五入）

（１万円未満四捨五入）

区　　分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引残額
一般会計 648億7,317万円 616億74万円 587億7,177万円 28億2,897万円

特
別
会
計

国民健康保険事業（事業勘定） 118億7,257万円 109億9,280万円 107億7,885万円 2億1,396万円
国民健康保険事業（直営診療施設勘定） 2億6,410万円 2億1,650万円 2億1,650万円 0円
介護保険事業（保険事業勘定） 124億8,158万円 124億5,747万円 122億7,848万円 1億7,899万円
後 期 高 齢 者 医 療 18億6,259万円 17億7,234万円 17億6,968万円 266万円
小 計 264億8,084万円 254億3,911万円 250億4,350万円 3億9,561万円

合　　　　計 913億5,400万円 870億3,985万円 838億1,527万円 32億2,458万円

●企業会計

区　　分
水道事業会計 下水道事業会計

予算額 決算額 予算額 決算額

収 益 的 収 支
収　入  22億4,886万円  22億4,071万円 39億1,050万円 39億278万円
支　出  22億7,994万円  21億4,775万円 38億9,213万円 35億3,077万円

資 本 的 収 支
収　入  8億1,463万円  6億2,954万円 23億3,489万円 13億1,574万円
支　出 19億272万円  15億9,582万円 42億3,931万円 29億7,867万円

副委員長
慶野　常夫

委員長
久保　貴洋

決算審査特別委員会 （パソコン・スマートフォンなどで録画画像をご覧になれます）

令和6年度
一般会計決算、特別会計決算、
企業会計決算を認定
一般会計決算、特別会計決算、
企業会計決算を認定

決算審査特別委員会の様子

　「令和7年第5回
（９月）定例会・常任
委員会・決算審査特
別委員会」からご覧
ください。

佐野市議会　議会中継令和
7年

令和6年度　決算の概要
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決算審査特別委員会に付託された議案と結果

決算審査特別委員会質疑者一覧

一 般 会 計
発言順序 氏　　　名 発言順序 氏　　　名

1 谷 美 枝 子 9 小 森 隆 一
2 大 山 圭 司 10 早 川 貴 光
3 堀 川 悦 郎 11 滝 田 洋 子
4 猪 瀬 朱 美 12 鶴 見 義 明
5 長 浜 成 仁 13 山 菅 直 己
6 蘒 原 政 夫 14 澤 田 裕 之
7 小 倉 健 一 15 横 塚 　 剛
8 立 川 俊 一 16 茂 木 明 男

特 別 会 計・企 業 会 計
発言順序 氏　　　名 発言順序 氏　　　名

1 澤　田　裕　之 5 早　川　貴　光
2 鶴　見　義　明 6 長　浜　成　仁
3 小　倉　健　一 7 小　森　隆　一
4 滝　田　洋　子

賛否が分かれた議案

議案番号 件　　名
賛
　
　
成

反
　
　
対

議員名　[議席番号順]
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 151617181920212223 24
堀
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郎
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直
美
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塚
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井
川
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彦
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﨑
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小
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嘉
一
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洋
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見
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明

慶
野
常
夫

山
菅
直
己

議案第84号 令和6年度佐野市一般会計歳
入歳出決算の認定について 21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 

長 ○○××○ ○

議案第85号
令和6年度佐野市国民健康保
険事業特別会計（事業勘定）
歳入歳出決算の認定について

21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 
長 ○○××○ ○

議案第87号
令和6年度佐野市介護保険事
業特別会計（保険事業勘定）
歳入歳出決算の認定について

21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 
長 ○○××○ ○

議案第88号
令和6年度佐野市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の
認定について

21 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 
長 ○○××○ ○

※○＝賛成、×＝反対
※菅原達議長は採決に加わりません。

議案番号 件　　名 議決結果

一般会計

議案第84号 令和6年度佐野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

特別会計

議案第85号 令和6年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

議案第86号
令和6年度佐野市国民健康保険事業特別会計（直営診療施設勘定）歳入歳出決算の認定
について

認定 賛成全員

議案第87号 令和6年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

議案第88号 令和6年度佐野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 賛成多数

企業会計

議案第89号 令和6年度佐野市水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 原案可決 
及び認定 賛成全員

議案第90号 令和6年度佐野市下水道事業会計利益の処分及び決算の認定について 原案可決 
及び認定 賛成全員
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持続可能な財政運営の推進
　本市の財政構造の弾力性を示す指標である令和６年度の経常収支比率は、91.1％と前年度よ
り改善された。また、直近では、インフレの影響により、税収入は拡大傾向が続いているものの、
長期的な社会情勢を鑑みれば、少子高齢化に伴う人口減少により、今後の税収入の減は避けら
れない。
　そのため、ふるさと納税の増収策の検討及び遊休公有財産の戦略的な活用をより一層推進し、
自主財源の確保に努められたい。また、歳出については、業務に必要な人員を適正に配置しつつ、
将来を見据えた上で事業の選択と集中を図るとともに、各補助金及び交付金については、費用
対効果の検証を行い、適正な運用に努められたい。　　

防災力の強化と万全な消防・救急体制の確立
　近年の激甚化・頻発化している災害に対応するため、トイレトレーラーやドローンの活用研究、
指定避難所の耐震化や空調設備の設置及び備蓄品の適正な確保など、防災インフラの計画的な
整備を推進し、防災力の強化を図られたい。また、迅速な被災者救援を実現すべく、資機材の
充実と職員の適正配置に努め、万全な消防・救急体制の確立に取り組むとともに、災害時の要
となる消防団についても、深刻化する団員不足の解消と組織再編を進め、実践的な災害対応能
力の向上を推進されたい。
　

福祉サービスの充実
　誰もが安心して暮らせる共生社会を目指す上で、福祉サービスの充実を図ることは重要であ
る。本市においても、高齢者や障がいのある方に対する様々な支援事業を行っているが、これ
からさらに必要とされる福祉サービスの考え方は、相手側により寄り添った事業であると考える。
　重度心身障がい者医療費は、窓口で一旦医療費を支払う償還払いとなっており、助成申請が
煩雑であるという市民の声がある。実施している支援事業のさらなる周知に努められるととも
に、本事業については、窓口負担が不要となる現物給付制度への検討を図られたい。

子どもたちを取り巻く環境の改善
　子どもたちが心身ともに満たされ、豊かに生きていくこと（ウェルビーイング）を支えるには、
保育の質を高める必要があり、そのためには環境や経験が大事であるとされている。本市にお
いても、こどもまんなか社会を実現するため、市内公立保育園や民間保育施設の環境改善の支
援のさらなる充実を図られたい。

決算審査要望書令和6年度令和6年度

1
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3

4
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　また、現在本市には、こどもの国等の遊び場があるが、手狭であり、老朽化も進んでいる。
既存施設の改善を図るとともに、昨今の異常気象による酷暑であっても子どもたちが安心して
遊べる環境を整えるため、全天候型の遊び場の誘致及び既存の児童厚生施設の大規模なリニュ
ーアル化を検討されたい。

コミュニティ・スクールの推進と多様な学びの場の確保
　全国的に少子化が進む中、本市においても小中学校の統廃合を進めているが、不登校児童生
徒の増加が顕著となっている。子どもたちや学校を取り巻く環境が複雑化・多様化する中、す
べての子どもが安心して学べる環境を確保するため、学校と地域が一体となり、地域とともに
ある学校づくりを進めるコミュニティ・スクールの導入を進め、制度充実につながる運営の推
進を図られたい。
　また、不登校児童生徒や、子どもたちの多様な学びのニーズに対応するため、フリースクー
ル等に対する支援制度の検討を行い、必要な施策を講じるよう努められたい。

豊かな自然を未来へつなぐ取組の推進
　本市には、大切に受け継がれてきた田畑や山々が多く存在する。これらを守り次世代に引き
継ぐことは、関わる従事者や地域にとって重要な使命であり、広くは、地域の資源を大切に使い、
未来の世代も豊かに生活できる持続可能な社会を目指す環境社会にもつながる。多面的機能支
払交付事業の推進や森林環境譲与税の有効活用を図り、さらなる持続可能な地域づくり、環境
づくりに向けた取組を積極的に推進されたい。

空き家対策の推進
　全国的な少子高齢化の流れを止めることはできない現状の中、今後、高齢者のみの世帯のさ
らなる増加が見込まれ、必然的に、空き家が増加することが懸念される。長く放置された空き
家は、衛生的観点からの問題や周囲の景観に深刻な影響を及ぼすことから、適切な管理が求め
られるが、管理義務者が不明という事例もある。管理義務者の把握と適切な管理の指導及び支
援を強化されたい。また、空き家バンク制度は登録者が減少していることから、空き家バンク
制度の周知に努めるとともに、設置された移住・定住コーディネーターとの相互連携を図りな
がら、空き家の利活用を推進されたい。

インフラ整備の推進
　近年、台風や集中豪雨が頻発し、日本各地において甚大な被害を受けている。本市においても、
令和元年東日本台風により、河川氾濫や土砂災害など、市民生活に甚大な被害を受けた。市民
の命と暮らしを守るため、道路や河川などの公共インフラの計画的な整備、強靭な災害対策を
より一層推進し、国や県、関係団体と緊密に連携しながら、災害に強いまちづくりを進められ
たい。
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9月定例会一般質問

本
市
と
群
馬
県
桐
生
市
を
結
ぶ
道
路
の
現
状
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

都
市
建
設
部
長

本
市
と
群
馬
県
桐
生
市
を
結
ぶ
主
要
地
方
道
桐
生

田
沼
線
は
、
田
沼
地
区
と
群
馬
県
桐
生
市
の
梅
田
地
区
を

結
び
、
付
近
に
森
林
公
園
や
ゴ
ル
フ
場
な
ど
観
光
資
源
が

点
在
す
る
な
ど
、
地
域
間
交
流
や
観
光
を
支
え
る
重
要
な

役
割
を
果
た
し
、
近
年
で
は
山
道
を
好
む
サ
イ
ク
リ
ス
ト

の
利
用
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
、
本

市
と
桐
生
市
双
方
の
避
難
路
と
し
て
の
活
用
や
、
両
市
の

相
互
支
援
体
制
の
確
保
に
寄
与
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
老
越
路
峠
付
近
は
道
路
幅
員
が
狭き
ょ
う
あ
い隘で
、

待
避
所
が
数
か
所
あ
る
も
の
の
、
す
れ
違
い
が
困
難
な
状

況
で
あ
り
、
車
両
や
自
転
車
の
安
全
な
通
行
に
支
障
を
来

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
狭

き
ょ
う
あ
い隘

部
の
解
消
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
都
市
交
番
は
、
新
都
市
中
央
公
園
周
辺
に
設
置

さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
が
、
市
の
認

識
を
伺
い
た
い
。

行
政
経
営
部
長

平
成
19
年
、
警
察
本
部
長
宛
て
に
提
出
し
た
要
望

書
で
は
、
高
萩
町
地
内
の
市
有
地
を
設
置
場
所
と
し
て

要
望
し
て
い
ま
す
。
犯
罪
や
交
通
事
情
の
変
化
に
伴
い
、

地
域
情
勢
等
も
変
化
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
こ
れ

ら
の
変
化
を
的
確
に
把
握
し
、
要
望
当
時
の
場
所
が
適

切
か
ど
う
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

私
の
地
元
で
あ
る
林
道
小
室
正
雲
寺
線
だ
が
、
６

月
半
ば
に
農
山
村
振
興
課
か
ら
不
法
投
棄
の
連
絡

が
入
っ
た
た
め
現
場
を
見
た
と
こ
ろ
、
投
棄
さ
れ
た
場
所

は
６
か
所
あ
っ
た
。
現
状
と
経
過
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
民
生
活
部
長

林
道
小
室
正
雲
寺
線
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て
は
、

最
初
に
認
知
し
た
令
和
７
年
６
月
９
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で

に
３
回
、６
か
所
あ
り
ま
し
た
。
合
計
で
畳
約
５
８
０
枚
、

建
築
廃
材
約
４
ト
ン
の
不
法
投
棄
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
不
法
投
棄
禁
止
看
板
を
18
基
、
監

視
カ
メ
ラ
を
会
沢
町
、
豊
代
町
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
の
上
、
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ろ
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

気
候
変
動
に
関
す
る
意
識
と

行
動
変
容
の
促
進
に
つ
い
て

☆�

本
市
の
防
災
力
向
上
に
つ
い
て

☆�

人
を
集
め
る
観
光
戦
略
の
展

開
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

民
間
保
育
園
と
公
立
保

育
園
の
違
い
に
基
づ
く

支
援
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

☆�

廃
止
対
象
の
市
営
住
宅
に

つ
い
て

☆�

平
和
行
政
に
つ
い
て

田た
な
べ邉　

直な
お
み美 

議
員 

（
創
政
ク
ラ
ブ
）

鶴つ
る
み見　

義よ
し
あ
き明 

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

本
市
と
近
隣
市
を
結
ぶ
道
路
整
備
に
つ
い
て

界
駐
在
所
と
南
交
番
の
統
廃
合
に
伴
う
地
域
住
民
の
不
安
と

新
都
市
中
央
公
園
を
含
め
た
防
犯
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

林
道
小
室
正
雲
寺
線
の
不
法
投
棄
に
つ
い
て

久く

ぼ保　
貴た
か
ひ
ろ洋 

議
員

（
創
政
ク
ラ
ブ
）

議会からこんにちは　2025.11.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 6
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児
童
生
徒
の
興
味
関
心
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
豊
か
な
学
校
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

個
性
を
尊
重
す
る
教
育
を
推
進
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
す
る
の
か
伺
い

た
い
。教

育
長

学
習
に
関
し
て
は
、
従
来
ま
で
の
画
一
的
な
一
斉

指
導
で
は
な
く
、
児
童
生
徒
が
課
題
解
決
に
向
け
、
自
分

で
学
習
計
画
を
立
て
、
進
め
方
を
決
め
た
り
、
学
ぶ
方
法

を
端
末
や
プ
リ
ン
ト
、
教
科
書
な
ど
の
多
様
な
教
材
か
ら

選
ん
だ
り
す
る
な
ど
、
学
び
方
を
選
択
で
き
る
授
業
展
開

の
工
夫
に
努
め
て
い
る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
児
童
生
徒
の

努
力
の
過
程
や
善
行
を
表
彰

し
、
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
よ
さ
を
認
め
伸
ば
す
と
と

も
に
、
自
尊
感
情
を
高
め
る

取
り
組
み
を
多
く
の
学
校
で

行
っ
て
い
ま
す
。

 

栃
木
県
立
足
利
中
央
特
別
支
援
学
校
の
分
校
を
旧

葛
生
小
学
校
へ
誘
致
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県
へ

の
要
望
状
況
を
伺
い
た
い
。

教
育
部
長

現
在
、
本
市
に
は
特
別
支
援
学
校
が
な
く
、
通
学
、

送
迎
等
に
係
る
本
人
、
保
護
者
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
足
利
中
央
特
別
支
援
学
校
分
校
の
設
置
に
つ
い
て
、

地
元
県
議
と
の
市
政
に
関
す
る
懇
談
会
で
情
報
共
有
し
、

８
月
に
市
長
か
ら
知
事
、
県
教
育
長
、
県
議
会
議
長
に
対

し
、
要
望
を
直
接
伝
え
て
き
ま
し
た
。
旧
葛
生
小
学
校
を

分
校
と
し
て
想
定
し
て
い
る
こ
と
も
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
に
は
、
教
育
長
か
ら
県
教
育
長
に
旧
葛
生

小
学
校
へ
の
分
校
設
置
の
要
望
を
直
接
伝
え
て
い
ま
す
。

県
は
、
児
童
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
促
す
教
室
環
境
づ

く
り
に
向
け
て
、
分
教
室
等
の
設
置
の
検
討
を
進
め
る
方

針
を
示
し
、
市
町
と
の
意
見
交
換
を
検
討
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。
今
後
も
県
の
動
向
を
確
認
し
な
が
ら
、
要
望

を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
さ
の
ま
る
ペ
イ
」利
用
者
の
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣

れ
な
方
へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。産

業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

今
年
度
の
利
用
者
サ
ポ
ー
ト
体
制
と
し
て
は
、

土
曜
日
、
日
曜
日
、
祝
日
に
も
対
応
す
る
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
、
10
月
の
利
用
申
込
み
期
間
と
利
用
開

始
と
な
る
11
月
か
ら
12
月
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
市

役
所
３
階
に
臨
時
相
談
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
の
携
帯
キ
ャ
リ
ア
シ
ョ
ッ
プ
で
も
、

利
用
支
援
の
実
施
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

　

様
々
な
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
特

に
導
入
初
年
度
は
デ
ジ
タ
ル
に
不
慣
れ
な
利
用
者
を

支
援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
児
、障
が
い
児
、障
が
い
が
あ
る

方
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
「
さ
の
ま
る
ペ
イ
」 

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

災
害
時
の
対
策
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

佐
野
市
の
高
齢
者
介
護
の
現
況
と

今
後
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

市
有
運
動
施
設
を
利
用
す
る

際
の
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て

☆�

選
挙
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

横よ
こ
づ
か塚　

　
剛
つ
よ
し 

議
員

（
創
政
ク
ラ
ブ
）

栗く
り
さ
き﨑　

卓た
く
じ二 

議
員

（
創
政
ク
ラ
ブ
）

佐
野
市
こ
ど
も
計
画
に
つ
い
て

早は
や
か
わ川　

貴た
か
み
つ光 

議
員

（
未
来
の
佐
野
を
明
る
く
す
る
会
）
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立た
ち
か
わ川　

俊
し
ゅ
ん
い
ち一 

議
員

（
佐
野
市
の
明
日
を
つ
く
る
会
）

小お
ぐ
ら倉　

健け
ん
い
ち一 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

避
難
行
動
要
支
援
者
個
別
計
画
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

こ
ど
も
福
祉
部
長

避
難
行
動
要
支
援
者
対
策
事
業
は
、
佐
野
市
地
域

防
災
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
災
害
時
に
自
ら
避

難
す
る
こ
と
が
困
難
な
方
々
の
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

を
も
と
に
、
個
人
情
報
の
提
供
に
ご
同
意
い
た
だ
け
た
方

の
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
ま
す
。
作
成
し
た
個
別
避
難

計
画
と
名
簿
は
、
町
会
、
民
生
委
員
、
消
防
な
ど
の
実
際

に
地
域
で
避
難
支
援
に
あ
た
る
関
係
機
関
に
提
供
し
、
災

害
時
の
支
援
等
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　
令
和
６
年
度
末
の
状
況
と
し
て
は
、
避
難
行
動
要
支
援

者
の
人
数
は
２
，５
５
０
人
で
、
こ
の
う
ち
、
個
人
情
報

の
提
供
に
同
意
し
、
個
別
避
難
計
画
を
作
成
し
た
方
は

１
，０
５
０
人
で
す
。
同
意
率
は
41
．18
％
と
な
り
、
令
和

５
年
３
月
末
時
点
で
の
同
意
率
22
．50
％
か
ら
、
18
．68�

ポ
イ
ン
ト
増
加
し
ま
し
た
。

出
流
原
・
寺
久
保
圃
場
整
備
に
つ
い
て
、
今
年

１
月
に
整
備
推
進
組
織
が
発
足
さ
れ
た
が
、
当

局
の
把
握
す
る
内
容
を
伺
い
た
い
。

市
長

令
和
５
年
度
に
水
利
組
合
を
中
心
と
し
た
地
元
有

志
よ
り
相
談
を
受
け
、
事
業
を
行
う
栃
木
県
を
含
め
た
３

者
で
事
業
実
施
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和

６
年
８
月
に
受
け
取
っ
た
資
料
を
も
と
に
、
区
域
の
面
積

及
び
土
地
の
筆
数
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
面
積
は
約
60
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
筆
数
は
約
600
筆
で
し
た
。

　
現
在
、
事
業
化
に
向
け
、
１
月
に
設
立
さ
れ
た
出
流
原・

寺
久
保
地
区
圃
場
整
備
事
業
推
進
委
員
会
で
は
、
事
業

実
施
の
要
件
で
あ
る
、
当
該
地
区
に
農
地
を
所
有
す
る
方

及
び
当
該
地
区
で
耕
作
す
る
方
そ
れ
ぞ
れ
90
％
以
上
の
同

意
を
得
る
た
め
活
動
し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
と
し
て
は
、
事
業
の
実
施
に
向
け
て
、
栃
木
県

等
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
引
き
続
き
出
流
源
・
寺
久

保
地
区
圃
場
整
備
事
業

推
進
委
員
会
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

有
害
鳥
獣
捕
獲
の
担
い
手
を
育
成
す
る
た
め
、
狩

猟
免
許
取
得
に
係
る
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
本
市
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

有
害
鳥
獣
捕
獲
従
事
者
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被

害
が
増
加
し
て
い
る
中
、
高
齢
化
等
の
理
由
か
ら
徐
々
に

減
少
し
、
当
従
事
者
の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　

狩
猟
免
許
取
得
に
係
る
費
用
へ
の
助
成
に
つ
い
て
は
、

県
内
自
治
体
の
導
入
状
況
な
ど
を
参
考
に
、
栃
木
県
猟
友

会
安
蘇
支
部
の
意
向
も
考
慮
し
な
が
ら
、
適
切
な
補
助
制

度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆�

み
か
も
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て

☆�

防
災
拠
点
整
備
推
進
事

業
関
連
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌�

佐
野
市
土
地
改
良
区
に
つ

い
て

☆‌�

学
校
跡
地
活
用
に
つ
い
て

☆‌�

老
朽
市
営
住
宅
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌�

児
童
の
健
全
育
成
に
つ

い
て

市
民
生
活
に
つ
い
て

出
流
原・寺
久
保
圃
場
整
備
に
つ
い
て

鳥
獣
被
害
対
策
に
つ
い
て

茂も
て
ぎ木　

明あ
き
お男 

議
員

（
創
政
ク
ラ
ブ
）
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こ
ど
も
ま
ん
な
か
社
会
実
現
に
向
け
て
の

佐
野
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

佐
野
市
の
定
住
促
進
に
関
わ
る
取
り
組
み
に

つ
い
て

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）ワ
ク

チ
ン
に
つ
い
て

蘒は
ぎ
わ
ら原　

政ま
さ
お夫 

議
員

（
令
和
み
ら
い
）

※
公
共
交
通
空
白
地
域
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

都
市
建
設
部
長

本
市
の
公
共
交
通
空
白
地
域
は
、
旗
川
地
区
の
一

部
、
犬
伏
地
区
の
一
部
、
界
地
区
の
一
部
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
地
域
に
お
い
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
や
移
動
実

態
な
ど
地
域
ご
と
の
課
題
を
整
理
し
、
公
共
交
通
空
白
地

域
解
消
に
向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
現
在
、
策
定
を
進
め
て
い
る（
仮
称
）第
２
次
佐
野
市
地

域
公
共
交
通
計
画
に
お
い
て
も
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

課
題
等
を
新
た
に
整
理
し
、

地
域
の
あ
ら
ゆ
る
輸
送
資

源
を
活
用
し
、
解
消
に
向

け
た
検
討
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
男
性
へ
の
接
種
に
つ
い
て
助

成
制
度
を
導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

い
た
い
。健

康
医
療
部
長

任
意
接
種
と
し
て
の
費
用
の
一
部
助
成
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
厚
生
労
働
省
の
検
討
結
果
や
医
療
関
係
者

の
意
向
、
他
市
の
実
施
状
況
や
接
種
率
等
を
総
合
的
に

勘
案
し
な
が
ら
、
本
市
に
お
い
て
も
引
き
続
き
研
究
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
で
、
ど
の
よ
う
に 

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

教
育
長

学
校
で
は
、
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
や
障
が

い
の
実
態
に
応
じ
て
、
通
常
の
学
級
や
通
級
に
よ
る
指

導
、
特
別
支
援
学
級
と
い
っ
た
連
続
し
た
学
び
の
場
に

お
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
障
が

い
の
あ
る
児
童
生
徒
が
そ
の
年
齢
及
び
能
力
に
応
じ
、

可
能
な
限
り
障
が
い
の
な
い
児
童
生
徒
と
と
も
に
、
そ

の
特
性
を
踏
ま
え
た
十
分
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
指
導
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

☆‌�

佐
野
市
の
空
き
家
対
策

に
つ
い
て

☆‌�

市
民
の
健
康
作
り
の
推

進
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆‌�‌�

持
続
可
能
な
財
政
運
営

の
仕
組
み
に
つ
い
て

☆‌�

佐
野
市
が
目
指
す「
国

際
化
」に
つ
い
て

☆‌�「
国
際
防
災
拠
点
さ
の
」

の
今
後
に
つ
い
て

出典：平成30年度鳥取県における少子化対策  等に関するアンケート調査結果より作成

堀ほ
り
か
わ川　

悦え
つ
ろ
う郎 

議
員

（
創
政
ク
ラ
ブ
）

長な
が
は
ま浜　

成な
る
ひ
と仁 

議
員

（
佐
野
市
の
明
日
を
つ
く
る
会
）

※公共交通空白地域とは・・
一定の距離に駅やバス停など
がない状態。しかし、距離の定
義は決まっていないため、地域
の状況に合わせて考える必要
がある。

※�インクルーシブ教育�
とは・・
国籍や人種、宗教、障がい
の有無などに関わらず、
すべての子どもが同じ
場で学び合えることを目
指した教育のこと。

議会からこんにちは　2025.11.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録9
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高
齢
者
の
買
い
物
支
援
に
つ
い
て

ド
ロ
ー
ン
の
活
用
に
つ
い
て

重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

通
学
時
の
児
童
を
暑
さ
か

ら
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

☆�

特
定
外
来
生
物
ク
ビ
ア
カ

ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

市
職
員
の
現
状
に
つ
い
て

猪い
の
せ瀬　

朱あ
け
み美 

議
員

（
未
来
の
佐
野
を
明
る
く
す
る
会
）

大お
お
や
ま山　

圭け
い
じ司 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

高
齢
者
が
増
え
る
中
、
今
後
買
物
支
援
を
拡
充
し

て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
当
局
の
見
解
を
伺

い
た
い
。市

長
住
民
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
の
実
情
に
よ
り
困
難
な
場
所
や
実
施
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
な
ど
、
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ
と
も
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
い
る
生
活
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
よ
る
住
民
団
体
等
へ
の
働
き
か
け

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
近
年
は
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
や
ネ
ッ
ト
販
売
な
ど

の
仕
組
み
も
充
実
し
、
外
出
せ
ず
に
必
需
品
を
購
入
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
仕
組
み
を
活

用
し
て
も
ら
い
、
今
後
、
高
齢
者
の
身
体
的
、
社
会
的
状

態
に
合
わ
せ
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
生
活
を
安
心
し

て
営
む
こ
と
が
で
き
る
社

会
を
目
指
し
、
施
策
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

災
害
時
に
、
物
価
投
下
30
㎏
級
の
大
型
ド
ロ
ー

ン
の
導
入
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る

が
、
本
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

消
防
長

現
在
、
消
防
本
部
で
は
約
２
㎏
の
物
件
の
搬
送
、

投
下
が
可
能
な
ド
ロ
ー
ン
を
運
用
し
、
水
難
救
助
活
動
に

お
い
て
救
命
用
浮
き
輪
の
搬
送
、
投
下
な
ど
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

　
30
㎏
級
の
物
件
投
下
を
目
的
と
し
た
大
型
ド
ロ
ー
ン
の

購
入
に
つ
い
て
は
、
消
防
、
救
助
活
動
の
現
状
で
の
活
用

が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
災
害
協
定
に
よ
り
必
要

に
応
じ
て
連
携
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
た
め
、
現
時
点

で
は
導
入
の
必
要
性
は
低
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ド
ロ
ー
ン
技
術
の
進
展
や
孤
立
地
域
へ
の
支

援
手
段
と
し
て
の
活
用
が
注
目
さ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、今
後
関
係
機
関
の
事
例
や
技
術
動
向
を
注
視
し
つ
つ
、

導
入
の
必
要
性
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
は

償
還
払
い
と
な
っ
て
い
る
。
現
物
給
付
の
実
施

に
つ
い
て
は
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
の
観
点
か
ら

慎
重
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

栃
木
県
内
ど
の
地
域
に
住
ん
で
も
同
じ
条
件
で
受
診

で
き
る
よ
う
、
現
物
給
付
を
実
施
し
て
ほ
し
い
と
思

う
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長

本
市
に
お
い
て
は
、
障
が
い
福
祉
に
限
ら
ず
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
一
般
財
源
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
持
続
可
能
な
財
政
運
営
等
の
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

重
度
の
障
が
い
が
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
の
た
め
に
、
現

物
給
付
の
実
現
に
向
け
た
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

慶け
い
の野　

常つ
ね
お夫 

議
員

（
政
友
み
ら
い
）

議会からこんにちは　2025.11.1パソコン、タブレット、スマートフォンで議会のライブ中継や録画映像をご覧になれます 佐野市議会スマート中継 10
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そ
の
他
の
質
問

☆�

遊
休
公
有
財
産
の
処
分・活
用
に
つ
い
て

☆�

深
刻
化
す
る
獣
害
被
害
と
新
た
な
対
策
に

つ
い
て

☆�

持
続
可
能
な
上
下
水
道
事
業
の
構
築
に

つ
い
て

林
道
作
原
沢
入
線
を
活
用
し
た
観
光
開
発
に

つ
い
て

企
業
誘
致
に
つ
い
て

子
ど
も
が
遊
べ
る
環
境
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

小
学
校
教
員
の
働
き
方

改
革
に
つ
い
て

滝た
き
た田　

洋よ
う
こ子 

議
員

（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

谷た
に　

美み

え

こ
枝
子 

議
員

（
公
明
党
議
員
会
）

み
ど
り
市
の
富
弘
美
術
館
や
草
木
ダ
ム
な
ど
の
観

光
資
源
と
本
市
の
観
光
資
源
を
組
み
合
わ
せ
た
具

体
的
な
連
携
事
業
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
構
想
を
持
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
み
ど
り
市
の
観
光
資
源
と
結
び
つ

け
た
連
携
事
業
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

み
ど
り
市
と
の
連
携
事
業
に
つ
い
て
で
す
が
、
み

ど
り
市
は
大
変
多
く
の
観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
本

市
も
蓬
莱
山
な
ど
自
然
を
楽
し
め
る
も
の
や
、
万
葉
自
然

公
園
か
た
く
り
の
里
の
花
々
、
安
藤
勇
寿「
少
年
の
日
」美

術
館
や
葛
生
化
石
館
な
ど
、
み
ど
り
市
と
共
通
す
る
テ

ー
マ
を
持
つ
観
光
資
源
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
観
光
資

源
を
活
用
し
、
施
設
の
共
通
券
や
周
遊
観
光
プ
ラ
ン
の
提

案
、
加
え
て
そ
れ
ぞ
れ
の
市
の
グ
ル
メ
を
紹
介
す
る
こ
と

で
、
両
市
へ
の
観
光
誘
客
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

本
市
で
は
民
間
企
業
の
進
出
を
促
す
取
り
組
み
と

し
て
、
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
か
伺

い
た
い
。産

業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

佐
野
市
企
業
立
地
促
進
条
例
に
関
し
て
は
、
本
市

で
指
定
す
る
対
象
区
域
内
へ
の
企
業
の
立
地
に
際
し
、
投

下
固
定
資
産
に
対
す
る
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
に
つ

い
て
、
５
年
間
に
わ
た
り
相
当
額
を
奨
励
金
と
し
て
交
付

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
社
や
研
究
施
設
等
を
本
市
に
移

転
し
た
企
業
に
対
し
、
５
事
業
年
度
分
の
法
人
市
民
税
相

当
額
を
奨
励
金
と
し
て
交
付
す
る
制
度
と
な
って
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
佐
野
市
民
間
産
業
用
地
整
備
促
進
条
例
に
関

し
て
は
、
本
市
で
指
定
す
る
対
象
区
域
内
に
お
い
て
、
民

間
事
業
者
が
行
う
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
産
業
用
地
の
整

備
に
要
す
る
造
成
費
用
に
対
し
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た

り
１
，０
０
０
万
円
を
奨
励
金
と
し
て
交
付
す
る
制
度
も

設
け
て
い
ま
す
。

命
の
危
険
を
感
じ
る
暑
さ
の
中
、
子
ど
も
た
ち
は
外

で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
日
常
に
な
っ
て
い
る
。
高

萩
町
の
公
園
で
遊
具
の
表
面
温
度
を
測
っ
た
と
こ
ろ
、
ベ
ン

チ
の
温
度
49
・
3
度
、
ベ
ン
チ
の
肘
か
け
54
・
7
度
、
滑

り
台
手
す
り
46
・
4
度
と
、
子
ど
も
は
や
け
ど
し
て
し
ま

う
と
思
っ
た
。
外
で
遊
ば
せ
ら
れ
な
い
と
多
く
の
親
が
悩

み
を
抱
え
て
い
る
と
思
う
が
、
本
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

市
長

猛
暑
が
続
き
、
危
険
を
感
じ
る
暑
さ
が
頻
発
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
天
候
や
季
節
の
影
響
を
受
け
ず
に
家
族

で
遊
べ
る
屋
内
遊
び
場
を
望
む
声
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
は
、
屋
内
遊
び
場
と
し
て
こ
ど
も
の
国
と
４
つ

の
児
童
館
が
あ
り
、
施
設
や
設
備
の
改
善
、
そ
し
て
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
、
運
営

の
充
実
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
屋
内
の
遊
び
場
に
つ
い
て
は
、
今
後
民
間
事
業

者
と
も
連
携
し
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

澤さ
わ
だ田　

裕ひ
ろ
ゆ
き之 

議
員

（
創
政
ク
ラ
ブ
）

そ
の
他
の
質
問

☆�

不
登
校
支
援
に
つ
い
て

☆�

佐
野
市
内
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
へ
の
支
援
に
つ
い
て

議会からこんにちは　2025.11.1 パソコン、タブレット、スマートフォンで会議録をご覧になれます 佐野市議会会議録11
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議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等
議員案第3号 佐野市議会会議規則の改正について【詳細は14ページに記載】 原案可決 賛成全員

議員案第4号 佐野市議会委員会条例の改正について【詳細は14ページに記載】 原案可決 賛成全員

報告第10号 公益財団法人佐野市民文化振興事業団の経営状況を説明する書類の提出について 【令和７年度
の事業計画及び予算並びに令和６年度の決算】 報　告 －

報告第11号 公益財団法人佐野市農業公社の経営状況を説明する書類の提出について 【令和７年度の事業計
画及び予算並びに令和６年度の決算】 報　告 －

報告第12号 株式会社どまんなかたぬまの経営状況を説明する書類の提出について 【令和７年度の事業計画及
び予算並びに令和６年度の決算】 報　告 －

報告第13号 令和6年度健全化判断比率及び資金不足比率について 【令和6年度の決算に係る健全化判断比率
及び資金不足比率の報告】 報　告 －

令和7年第5回定例会（９月定例会） 審議された議案と結果

　第5回定例会（9月定例会）は、9月5日（金）から10月1日（水）までの27日間の日程で行われました。審議
された議案等とその結果は、次のとおりです。

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
い
て

「
国
の
地
方
創
生
２・０
」基
本
構
想
に
基
づ
く

本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
し
い
中
心
市
街
地
の
展
望
を
描
く
た
め
に
、
県

道
拡
幅
に
伴
う
関
係
店
舗
、
住
宅
等
へ
の
新
た
な

意
向
調
査
等
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

産
業
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
長

中
心
市
街
地
の
展
望
は
、
現
在
第
２
次
佐
野
市
中

心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
で
ま
ち
な
か
の
将
来
像
を
定

め
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
県
道
拡
幅
事
業
は
、
栃
木
県
が
事
業
主
体
と
な
り
進
め

て
い
ま
す
が
、
事
業
は
完
了
し
て
い
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ

て
、
県
道
拡
幅
後
の
中
心
市
街
地
へ
の
影
響
は
未
知
数
で

あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
意
向
調
査
を
実
施
す
る
予
定
は
現
時
点
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
中
心
市
街
地
の
展
望
を
見
据
え
る
こ
と
は
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
県
道
拡
幅
事
業
の
完
了
後
、

中
心
市
街
地
に
お
い
て
歩
行
者
等
の
交
通
量
な
ど
、
人
流

に
新
た
な
変
化
が
生
じ
た
場
合
、
必
要
に
応
じ
て
中
心
市

街
地
活
性
化
基
本
計
画

対
象
エ
リ
ア
内
の
意
向

調
査
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
の
創
設
の
目
的
と
本

市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
令

和
８
年
度
の
開
始
に
向
け
、
現
在
総
務
省
に
お
い
て
制
度
設

計
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
関
係
人
口
の
取
り
組
み
や
都

市
と
地
方
の
人
材
交
流
を
進
め
、
地
方
への
新
た
な
人
の
流

れ
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
特
産
品
の
購
入

な
ど
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
副
業
、

二
地
域
居
住
と
い
う
形
で
の
地
域
の
担
い
手
を
確
保
す
る
と

いっ
た
効
果
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
登
録
者
側
の
メ
リ
ッ
ト
と

し
て
は
、
登
録
し
た
ふ
る
さ
と
の
情
報
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
等

の
提
供
な
ど
が
例
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
状
、
制
度
の
詳
細
が
明
ら
か
に
なって
い
ま
せ
ん
が
、
こ

う
し
た
関
係
人
口
を
可
視
化
す
る
仕
組
み
の
創
設
に
よ
り
、

本
市
を
ふ
る
さ
と
と
感
じ
て
も
ら
い
、
本
市
に
愛
着
を
持
って

も
ら
う
こ
と
は
非
常
に
有

意
義
な
こ
と
だ
と
感
じ
て

い
ま
す
の
で
、
今
後
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小こ
も
り森　

隆
り
ゅ
う
い
ち一 

議
員

（
公
明
党
議
員
会
）

川か
わ
し
ま嶋　

嘉か
い
ち一 

議
員

（
令
和
み
ら
い
）

そ
の
他
の
質
問

☆�

次
期
学
習
指
導
要
領
等

の
改
訂
に
つ
い
て

☆�

教
育
の
質
の
向
上
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

☆�

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

☆�

防
災
対
策
に
つ
い
て

☆�

生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
等
改
正
に
つ
い
て
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議案番号等 件　名　【内　容】 議決結果等

報告第14号 市長の専決処分事項の報告について 【令和7年4月15日に発生した交通事故についての損害賠償
の額の決定及び和解】 報　告 －

報告第15号 市長の専決処分事項の報告について 【令和4年3月1日から同月8日頃までの間に私有敷地内で発生
した樹木損壊事故についての損害賠償の額の決定及び和解】 報　告 －

議案第67号 市長の専決処分事項の承認について 【令和7年度佐野市一般会計補正予算（第6号）歳入歳出予
算の総額にそれぞれ404 ,190千円を追加】 承　認 －

議案第68号 人事擁護委員候補者の推薦について 【尾
お
花
ばな
淳
あつ
美
み
氏を推薦】 推薦同意 賛成全員

議案第69号 人事擁護委員候補者の推薦について 【麻
あ そ う よ し こ
生芳子氏を推薦】 推薦同意 賛成全員

議案第70号 人事擁護委員候補者の推薦について 【河
かわ
田
た
力

ちから
氏を推薦】 推薦同意 賛成全員

議案第71号 佐野市個人番号の利用に関する条例の改正について 【行政手続における特定の個人を識別するため
の番号の利用等に関する法律第9条第2項の規定に基づき、所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第72号
佐野市議会議員及び佐野市長の選挙における選挙運動の公費負担条例の改正について 
【公職選挙法施行令の改正に伴い、佐野市議会議員及び佐野市長の選挙における選挙運動に
係る公費負担額を改めるための改正】

原案可決 賛成全員

議案第73号 佐野市職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例等の改正について 【地方公務員の育児休業等
に関する法律の改正に伴い、所要の規定を整備するための関係する条例の改正】 原案可決 賛成全員

議案第74号 佐野市税条例の改正について 【地方税法等の改正に伴い、所要の規定を整備するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第75号 佐野市乳児等通園支援事業利用者負担金徴収条例の制定について 【公立保育園において実施す
る乳児等通園支援事業の利用者負担等を定めるための制定】 原案可決 賛成全員

議案第76号 佐野市こどもクラブ条例の改正について 【第６植野こどもクラブ、第４界こどもクラブ、第３吉水こども
クラブ及び第５あそ野こどもクラブを設置するための改正】 原案可決 賛成全員

議案第77号 佐野市介護保険条例の改正について 【地方税法の改正に伴い、公示送達に係る規定を改めるための改正】 原案可決 賛成全員

議案第78号
佐野市水道事業給水条例及び佐野市下水道条例の改正について 【災害その他非常の場合におい
て、他の市町村の指定を受けた者等が工事を行うことができるよう規定を追加し、及び所要の規定を
整備するための関係する条例の改正】

原案可決 賛成全員

議案第79号 みかもクリーンセンター外ＬＥＤ照明整備事業設計施工一括契約について 【みかもクリーンセンター
外ＬＥＤ照明整備事業設計施工一括契約を執行するため】 原案可決 賛成全員

議案第80号 佐野市学校等屋内運動場エアコン設置事業設計施工一括契約について 【佐野市学校等屋内運
動場エアコン設置事業設計施工一括契約を執行するため】 原案可決 賛成全員

議案第81号 自家用乗合自動車（中型バス）の取得について 【自家用乗合自動車（中型バス）の取得】 原案可決 賛成全員

議案第82号 電子カルテの取得について 【野上、新合、飛駒、常盤及び氷室の各診療所で使用する電子カル
テの取得】 原案可決 賛成全員

議案第83号 字の廃止並びに町及び字の区域の変更について 【県営馬門地区土地改良事業及び県営赤城地
区土地改良事業の施行に伴う、字の廃止並びに町及び字の区域の変更】 原案可決 賛成全員

議案第91号 令和７年度佐野市一般会計補正予算（第７号） 【歳入歳出予算の総額にそれぞれ480 ,003千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第92号 令和７年度佐野市一般会計補正予算（第８号） 【歳入歳出予算の総額にそれぞれ1,831 ,273千円を
追加、繰越明許費、債務負担行為、地方債の補正】 原案可決 賛成全員

議案第93号 令和７年度佐野市国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号） 【歳入予算の補正】 原案可決 賛成全員

議案第94号 令和７年度佐野市介護保険事業特別会計（保険事業勘定）補正予算（第２号） 【歳入歳出予算の総
額にそれぞれ188 ,347千円を追加】 原案可決 賛成全員

議案第95号 令和７年度佐野市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 【歳入歳出予算の総額にそれぞれ
7,908千円を追加】 原案可決 賛成全員

陳情第 3 号 地域医療確保に向けた特別交付税の積極的活用を求める陳情 【詳細は14ページに記載】 採　択 賛成全員

陳情第 4 号 不登校児童生徒の学びの機会保障のためのフリースクール及び不登校家庭への補助・助成制度
の新設に関する陳情 【詳細は15ページに記載】 採　択 賛成全員

～職員も議会で電子機器を使用することが可能になりました～

　会議の充実と円滑な進行を図るため、9月定例会より
職員も議会の会議においてパソコン等の電子機器を使用
することが可能になりました。職員が答弁における資料
の参照などにより迅速な対応が可能となり、議会運営の
効率化を図ることができます。今後も時代に即した議会
運営を目指していきます。
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▼提案理由　
　　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、議会に係る手続きのオンラ
イン化に関する規定を整備するとともに、文言等の整理を行うため規則の改正を
提案しました。
▼審議結果
　　常任委員会への付託を省略し、本会議において賛成全員で可決されました。

▼提案理由　
　　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴い、議会に係る手続きのオンラ
イン化に関する規定を整備するため、条例の改正を提案しました。　
▼審議結果
　　常任委員会への付託を省略し、本会議において賛成全員で可決されました。

▼陳情人　佐野厚生農業協同組合連合会　代表理事会長　熊倉　悦司　ほか１者
▼陳情の要旨
　�　佐野厚生総合病院は、地域医療構想のもと、佐野市における中核的な医療機
関として、５疾病（がん、脳卒中、急性心筋梗塞、糖尿病、精神疾患）及び６事
業（救急医療、災害医療、へき地医療、小児医療、周産期医療、新興感染症医療）
に積極的に取り組み、市民の健康と安心を支える重要な役割を果たしてきました。
　�　しかしながら、近年の物価や人件費の高騰、人口減少、消費税制度上の問題
など、急激な社会情勢の変化により、全国的に病院経営は厳しさを増し、赤字経営の医療機関は全体の６割
を超えている現状です。当院においても、収益確保と費用抑制に最大限努めてきたにもかかわらず、経営継
続が極めて困難な状況に直面しています。特に、小児・周産期・救急といった地域に不可欠であるにもかか
わらず収益性が低い不採算部門の継続は、経営に深刻な影響を及ぼしています。
　�　こうした地域医療の継続を支援するため、国は不採算部門の維持等にかかる費用に対し、地方自治体が活
用可能な特別交付税の枠組みを設けています。
　�　佐野市においても、国の支援制度を最大限にご活用いただき、地域医療の「最後の砦」としての当院の継続
的な運営に対し、格別のご配慮と財政的ご支援をいただきますよう強く陳情します。

▼審議結果
　�　厚生常任委員会に付託され、賛成全員で採択となりました。本会議においても賛成全員で採択となりま
した。

議員案第３号 佐野市議会会議規則の改正について

議員案第４号 佐野市議会委員会条例の改正について

陳情第3号 地域医療確保に向けた特別交付税の積極的活用を求める陳情

▲ �全文は、こちらから
　 ご覧になれます。

▲ �全文は、こちらから
　 ご覧になれます。

▲ �全文は、こちらから
　 ご覧になれます。
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▼陳情人　　特定非営利活動法人ちもり　代表理事　菅　圭　ほか1者　
▼陳情の要旨
　現在、佐野市においても全国と同様に、不登校の児童生徒が増加しています。
このような状況において、学校以外の学びの場であるフリースクールなどは、
子どもたちの自己肯定感や社会性を育み、将来への希望を見出す上で大きな役割
を果たしています。
　しかし、これらの活動は主に家庭が負担する利用料によって支えられていて、経済的な理由から必要な支援を受けら
れない子どもがいるのが現状です。
　日本国憲法第26条第1項には「すべて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、ひとしく教育を受け
る権利を有する」とあります。また、義務教育の段階における普通教育に相当する教育の機会の確保等に関する法律
第5条では、地方公共団体が地域の状況に応じた施策を策定・実施する責務が定められています。このような理念に
基づき、すべての子どもたちに公平な学びの機会を保障するための制度整備が急務であると考えます。
　そこで、佐野市として、フリースクール及び不登校家庭への補助・助成制度を創設・拡充していただきたく、次のとお
り陳情します。
　（1）佐野市独自のフリースクール等への補助・助成制度を創設していただきたいです。
　（2）�不登校児童生徒の保護者の経済的負担を軽減するため、利用料などに対する助成制度を創設していいただきたいです。
　（3）�補助・助成制度を設計する際には、民間事業者や保護者、子どもたちなど、関係者との対話の場を設け

ていただきたいです。
　（4）�佐野市として、不登校という社会的な課題に対して、学校外での学びや育ちを積極的に支援する姿勢を

明示していただきたいです。
▼審議結果
　経済文教常任委員会に付託され、賛成全員で採択となりました。本会議においても賛成全員で採択となりました。

陳情第4号 不登校児童生徒の学びの機会保障のためのフリースクール及び不登校家
庭への補助・助成制度の新設に関する陳情

▲ �全文は、こちらから
　 ご覧になれます。

令和7年12月定例会日程（案）令和7年12月定例会日程（案）

11/24日（祝） 25日（火） 26日（水） 27日（木） 28日（金） 29日（土） 30日（日）
請願・陳情 
提出期限（17:00）

10:00 
議会運営委員会

12/1日（月） 2日（火） 3日（水） 4日（木） 5日（金） 6日（土） 7日（日）
10:00 本会議 

（開会、議案説明） 休会 休会

8日（月） 9日（火） 10日（水） 11日（木） 12日（金） 13日（土） 14日（日）

休会 10:00	 本会議 
（議案質疑）

10:00	 本会議 
（一般質問）

10:00	 本会議 
（一般質問）

10:00	 本会議 
（一般質問） 休会 休会

15日（月） 16日（火） 17日（水） 18日（木） 19日（金） 20日（土） 21日（日）

10:00	 本会議 
（一般質問）

9:00または10:00
建設常任委員会
13:30
厚生常任委員会

9:00または10:00
経済文教常任委員会
13:30
総務常任委員会

休会 休会 休会 休会

22日（月） 23日（火） 24日（水） 25日（木） 26日（金） 27日（土） 28日（日）
本会議 

（委員長報告、質疑、
討論、表決、閉会）

　令和7年12月定例会の日程は、11月28日(金)の議会運営委員会で内定し、12月5日（金）の本会議で決定します。

※�建設常任委員会及び経済文教常任委員会の開会時間は、付託された議案・請願・陳情の件数が６件以下の場合は午前10時
に開会し、７件以上の場合は午前９時に開会となります。
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【
編
集
委
員
会
】

　

委
員
長　

早
川　

貴
光

　

委
員　
　

澤
田　

裕
之

　

委
員　
　

小
森　

隆
一

　

委
員　
　

小
倉　

健
一

　

委
員　
　

鶴
見　

義
明

　

令
和
7
年
9
月
定
例
会
は
、

9
月
5
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で

の
27
日
間
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
新
任
議
員

9
名
全
員
を
含
む
20
名
が一般

質
問
に
登
壇
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

視
点
か
ら
論
戦
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
令
和
6
年
度
決
算

審
査
で
は
、
一
般
会
計
に
新
任

議
員
7
名
を
含
む
16
人
、
特

別
会
計
及
び
企
業
会
計
に
7
名

が
登
壇
し
、
活
発
な
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
一か
月
に
わ
た
る
長
丁
場
と

な
り
、
新
任
議
員
に
お
い
て
は

大
変
で
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す

が
、
新
た
な
風
を
議
会
に
吹
き

込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
市
民
に
寄
り
添
っ
た

議
論
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
小
森
記
）

編  

集  

後  

記

　10月12日に開催された第21回佐野市
民スポーツ大会で佐野市議会チームが
団体対抗リレーに参加しました。第1組
目に出場し、5着でゴールしました。

第21回

佐野市民
スポーツ大会

市
議
会
議
員
と
意
見
交
換
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

佐
野
市
議
会
報
告
会

佐
野
市
議
会
報
告
会
申
し
込
み
不
要
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

佐野市議会ホームページにおいて、議会の映像や会議録をご覧になれます。 佐野市議会

佐野市議会事務局	 電話：0283-20-3036　　ファックス：0283-21-4411
〒327-8501 佐野市高砂町 1番地	 電子メール：gikai@city.sano.lg.jp
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